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佐
渡
の
金
銀
山
史
を
彩
る
人
々

○
荻お

ぎ

原わ
ら

重し
げ

秀ひ
で

（
１
６
５
８
～
１
７
１
３
）

　

荻
原
重
秀
は
通
称
を
彦
次
郎
と
い
い
、

万
治
元
年
（
１
６
５
８
）
に
旗
本
の
荻
原

十
助
重し
げ

種た
ね

の
次
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
広
く
財
政
に
通
じ
、
貞
享
４
年

（
１
９
８
７
）、
勘
定
奉
行
に
次
ぐ
地
位
で
あ

る
勘か

ん

定
じ
ょ
う

頭
が
し
ら

差さ
し

添ぞ
え

役や
く

に
就
任
し
ま
し
た
。
元

禄
３
年
（
１
６
９
０
）
に
佐
渡
奉
行
に
任
命

さ
れ
る
と
、
生
産
量
が
落
ち
込
ん
で
い
た
佐

渡
金
銀
山
の
再
生
に
努
め
ま
し
た
。
元
禄
９

年
に
は
佐
渡
奉
行
の
ま
ま
勘
定
奉
行
を
兼
任

し
、
近
江
守
の
称
号
を
賜
り
ま
し
た
が
、
当

時
の
政
事
顧
問
で
あ
っ
た
新
井
白
石
と
の
対

立
か
ら
、
正
徳
２
年
（
１
７
１
２
）
に
奉
行

職
を
失
い
、
そ
の
翌
年
に
江
戸
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。

遺
骨
は
東

京
都
台
東

区
谷
中
の

長
明
寺
に

葬
ら
れ
ま

し
た
が
、

一
説
で
は

絶
食
し
て

自
害
し
た

と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
息
子
の
乗の
り

秀ひ
で

も
佐
渡
奉

行
を
勤
め
ま
し
た
が
［
享
保
19
（
１
７
３
４
）

～
20
年
］、
在
島
わ
ず
か
11
か
月
で
相
川
に

て
病
死
し
て
い
ま
す
。
相
川
下
寺
町
の
本
典

寺
に
は
、
現
在
も
父
重
秀
の
供
養
塔
と
息
子

乗
秀
の
墓
が
並
ん
で
建
っ
て
い
ま
す
。

○
近
江
守
様
時
代

　

荻
原
重
秀
と
い
え
ば
、
日
本
史
の
教
科
書
に

も
登
場
す
る
有
名
人
物
で
、
質
の
悪
い
小
判

を
鋳
造
し
、
元
禄
時
代
の
日
本
の
経
済
を
混

乱
さ
せ
た
張
本
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
実
際
は
、
財
政
破
綻
寸
前
の
江
戸

幕
府
の
建
て
直
し
に
努
め
、
小
判
を
単
な
る

貴
金
属
と
し
て
し
か
み
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、

「
貨
幣
＝
政
府
の
信
用
に
基
づ
く
交
換
品
」

と
い
う
新
た
な
経
済
シ
ス
テ
ム
を
世
界
に
先
駆

け
て
導
入
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
「
貨
幣
は

国
家
が
造
る
も
の
で
、
た
と
え
そ
れ
が
瓦
で
あ
っ

て
も
造
る

べ
き
で
あ

る
。
近
頃

の
小
判
は

（
こ
れ
ま

で
の
も
の

よ
り
）
粗

悪
で
あ
る

が
紙
よ
り

は
マ
シ
だ
」

と
い
う
名
言
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
奉
行
に
赴
任
し
た
重
秀
は
ま
ず
、
江

戸
か
ら
莫
大
な
資
金
を
投
入
し
、
南
沢
疎
水

道
の
掘
削
（
元
禄
４
年
着
手
、
同
９
年
完
成
、

同
14
年
追
加
工
事
）
や
、
鶴
子
・
新
穂
・
西

三
川
等
の
諸
鉱
山
の
再
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
産
金
量
は
一
時
的
に
回
復
し
ま
し

た
。
ま
た
、
元
禄
６
年
（
１
６
９
３
）
に
は

佐
渡
で
初
め
て
と
な
る
田
畑
の
実
測
検
地
を
行

い
、
島
内
の
年
貢
は
従
来
の
２
万
３
千
石
か
ら

４
万
５
百
石
余
に
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
増

加
分
は
佐
渡
金
銀
山
再
生
費
用
に
充
て
ら
れ

ま
し
た
が
、
農
民
の
増
税
へ
の
反
発
を
防
ぐ
た

め
、
年
貢
の
半
分
は
時
価
の
半
額
の
銀
で
納
め

る
と
い
う
巧
妙
な
税
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
政
策
に
よ
り
鉱
山
は
活
況
を
呈

し
、
貨
幣
の
流
通
が
農
村
部
に
ま
で
広
が
り

ま
し
た
。

　

正
徳
３
年
（
１
７
１
３
）
の
死
去
に
際
し
て

は
、
相
川
下
寺
町
の
本
典
寺
に
供
養
塔
が
建

て
ら
れ
、
盛
大
な
法
要
が
営
ま
れ
た
と
い
い
ま

す
。
佐
渡
で
の
手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ
、
荻

原
奉
行
支
配
の
時
代
は
「
近
江
守
様
時
代
」

と
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会　

世
界
遺
産
・
文
化
振
興
課

　

☎
27
―
４
１
７
０
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山本修巳さん（真野新町）
平成20年度新潟県教育委員会表彰受賞
　11月5日、佐渡市文化財保護審議会会長の山本修巳さんが新潟県教育
委員会表彰を受賞されました。これは、県内の文化財保護に対する多大
な功績を称えるものです。おめでとうございます。

1938（昭和13）年、真野新町に生ま
れる。現佐渡市文化財保護審議会
会長、新潟県文化財保護連盟理事。
季刊誌『佐渡郷土文化』を主宰す
る。主な著書『かくれた佐渡の史跡』
『佐渡の方言』ほか著書多数

▲�相川下寺町本典寺にある荻原重秀の五輪
塔（右）と乗秀の石塔婆（左）

▲元禄小判（金約56％）
慶長小判（金約86％）より
も粗悪であった。中央左に
「元」の文字がみえる。

▲南沢疎水道内部


